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会場/烏山区民センター３階集会室

第１回ちとからまちづくりフォーラム
意見交換記録
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開催概要 日時｜２０２５年２月１５日（土）

場所｜烏山区民センター３階集会室

テーマA | 現在の「ちとから」の好きな“ところ”、住んでいる理由
テーマB | 将来の「ちとから」でこんなことができたら良いな

❸ まちづくりフォーラム 趣旨等の説明

❺ 意見交換

第1回ちとからまちづくりフォーラムの様子

意見交換では、参加者の皆さまに
テーマA・Bについて意見を付箋に記
入頂きました。模造紙に整理した意
見を投影により紹介し、記入した方
のお話を伺いながら、会場の皆さま
と意見交換を行いました。

千歳烏山駅周辺の現状や、ちとからまちづくりフォーラムの趣旨・
進め方のイメージについて説明を行いました。

付箋内容と、

それに関連する

参加者等の発言要旨

付箋の
写真

■ 意見交換記録（p２～p７）

意見交換記録として、意見交換で
出た付箋の写真、“付箋内容”とそれ
に関連する参加者等の“発言要旨”を
ページ毎にまとめています。

“付箋内容”
“発言要旨”

発言
付箋
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現在の「ちとから」の好きなところ、住んでいる理由

●交通の利便性（電車）
付箋内容：特急が停まる、京王線が凄く便利、京王線が割と好き、

都心に行く便利さ、郊外へのアクセスの良さ
発言要旨：「郊外へのアクセスの良さ」高尾山、西に行くのが便

利、さらに山梨の方へ行くのが便利、特急が停まるよう
になってからアクセスが非常に良くなった。

●交通の利便性（バス）
付箋内容：バスの便が良い、バスや電車の公共交通が便利
発言要旨：「バスや電車の公共交通が便利」バスの便が良いと通

学するときに便利で、電車の駅から遠い所からでも通え
る。人が集まる良いところだと考える。

●交通の利便性（自転車：平坦な地形）
付箋内容：坂が少ない
発言要旨：「坂が少ない」杉並区の高井戸に住んでいたが、８年

前に引っ越してきた。高井戸は神田川の影響もあるよう
で坂が多かった。それに比べて千歳烏山は坂が少なく、
自転車で子供を乗せても移動がしやすい。それが引っ越
すきっかけのひとつになった。

発言要旨：坂が少ないので自転車も車椅子も動きやすい。これか
らもっと大事なのは段差をなくすこと。駅の整備はこれ
からであり、千載一遇のチャンスのため、本当に居心地
の良いまちをつくるのであれば、京王線連立事業のタイ
ミングでそういったことができると良い。

●千歳烏山に住んでいる理由
発言要旨：関西から8年ほど前に引っ越してきて、住んでいる。

新宿に出やすい、区民センター前広場でバザーなどいろ
いろなイベントがある、図書館がある、商店街に個人の
店が多いことなどが良いなと思ってここに住むことにし
た。

発言要旨：ずっと海外にいてアメリカから六年前に帰国。世田谷
区に公立で日本語を補習してくれる小学校があったため、
小学校近くに住みはじめた。ずっと暮らせる家を探し、
現在は給田に住んでいる。出張が多いのでアクセスの良
さ、仙川沿い緑道の自転車の乗りやすさ・ランニングし
やすさ、安全でおっとりした感じで、子どもたちの通学
環境の良さが気に入っている。

テーマ

- 2 -



●商店街（にぎわい）
付箋内容：ほどよいにぎわい、普段

着のにぎわい、にぎや
かな雰囲気、活気の良
さ

発言要旨：「ほどよいにぎわい」
“ほどよい”がキー
ワード。すごい都会で
はないが、静かでもな
い。丁度良いサイズ感
で等身大のまち。

●商店街（飲食店）
発言要旨：「飲食店が豊富で良い店が多い。

クオリティが高くコスパが良い」
25年程烏山住んでいる。飲み歩
くのが好きで、常々思っている。

●商店街（個人商店）
付箋内容：個人商店が多く唯一無二感がある、小さな店や路地があってのん

びりできる、個人商店のユニークさを失っていないところ、大型
チェーン店をこれ以上増やさないでほしい

発言要旨：「個人商店が多く唯一無二の感じが印象的」37年間烏山住んでい
る。飲食店が他にない美味しさとコストパフォーマンスでバラン
スが丁度良い。それが烏山で自慢するところ。

●商店街（スーパー）
付箋内容：いろいろなスーパー特にシミズヤ、駅前のスーパーの充実
発言要旨：商店街がとてもにぎやかなのがこのまちの特徴のひとつだと思う。

シミズヤも創業して70年を超えた。古い店が多い印象がある。
個人の店が多く、チェーン店があまりないことが烏山らしさ、烏
山の特徴のひとつだと思う。

●商店街（好きなところ：ダイヤスタンプ）
付箋内容：ダイヤスタンプが好き
発言要旨：「ダイヤスタンプが好き」ダイヤスタンプを集めて観劇のチケッ

トに変えたり温泉に行ったりしている。シミズヤさんの好きなと
ころのひとつはダイヤスタンプがあるところ。

発言要旨：ダイヤスタンプは昭和40年にスタートし、今年で60年になる。
最近加盟店が減ってきて、昔に比べると元気がなくなってきてい
る。そのような状況で、商店街には事業委員会があり、どんなイ
ベントやチケット交換が良いかを、毎月定例会で若い人を中心に
考えている。なかなかスタンプが集まりにくいという声もあり、
1冊2冊で何ができるかに重点を置いている。高尾山の温泉が人
気ある。下高井戸シネマや東宝シネマのチケット、FC東京の試
合のチケットなどいろいろある。お客様のニーズをもとに魅力が
あるチケット交換ができるように検討している。

●商店街の良さ
付箋内容：商店街が充実し

ている、都会す
ぎない、まった
り感がある

●区民センター前広場
付箋内容：区民センター前広場がイチ

オシの場所
発言要旨：「区民センター前広場がイ

チオシの場所」商店街の
中心にあれだけみんなが
自由に使えて、いろいろ
な人が集まれる空間が
残っているのは貴重。烏
山の特徴なので絶対に残
してほしい。

テーマA：現在の「ちとから」の好きなところ、住んでいる理由
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●みどり
付箋内容：都市と農地の共存、にぎわいと農

業空間が至近、農地やみどりが
まだ残っている

発言要旨：「にぎわいと農業空間が至近」少
し入ると広々とした農地があり、
それがにぎわいから近く、歩い
ていける距離にある。農地と住
民が交流できるまちづくりがで
きると良いと思う。

●公共施設
付箋内容：区民センター、子育てサービスや図書館が充実、近くに寺町をはじめ

文学館・蘆花公園などゆっくりできるところが多い、暗渠が多い
発言要旨：「暗渠が多い」農地の話と繋がるところがあるが、不思議なブロック

の壁や橋の跡のようなところよく見かける。調べたら、昔の農地の水
路に蓋をした暗渠が結構多い。昔の地図にも暗渠の跡が書いてある。
歴史を勉強するきっかけにもなった。

●住民参加
付箋内容：住民参加のまちづくりが盛ん、地域活動が活発、住民のまちづくりに

対する意欲が高い、「ななつのこ」を見つけた時の嬉しさ、やさしい
人が多い、助け合い・思いやりの心がある

発言要旨：「ななつのこを見つけた時の嬉しさ」3年前に引っ越してきて、北烏山
に住んでいる。こういう空間が地域にあるのが良く、お茶を飲みに行
く。いろいろなイベントがあるのが良い。

発言要旨：「やさしい人が多い、助け合い・思いやりの心がある」登校時に周り
の人に助けてもらったことがある。店員さんも優しく対応してくれる
人が多く、ちとからは優しいという印象がある。

●住まい
付箋内容：閑静な住宅街、学生にとって治安が良く安心、昔の名残の通りがある

ところ、ローカル感がある、家賃が安めの物件がある、生まれてから
60年ずっと住んでいる、まちがきれいで環境にもいい、夜も安心なま
ち、明るいまち、地味だけど故郷で住みなれたところだと思う

発言要旨：「地味だけど故郷で住みなれたところだと思う」烏山に生まれ育ち、
仕事の関係で大阪や横浜に行ったが戻ってきた。オシャレなまちでは
ないが、横浜の大倉山のギリシャ風建築が並んでいるようなまちとは
違い、地味だけどそれが良さでもある。大阪や横浜ではあまり感じら
れなかった居心地の良さがある。

●ほどよい街のサイズ
付箋内容：飾らない気さくなまち

と人、コンパクトな
まち、わきあいあい
とした雰囲気がある、
ほどよいサイズ感、
庶民的、生活と食・
ショッピングとの距
離が近い、座って休
憩できる所が多い

●からぴょん
付箋内容：からぴょんがとてもかわいい、

駅前通り商店街のエルちゃん
とモールちゃんもかわいい

発言要旨：とてもかわいくて大好き。エル
ちゃんとモールちゃんの出て
くる姿が減ったかな…。から
ぴょんを見ているだけで心が
和むまち。ただ、ダイヤスタ
ンプの交換場所が３階で車椅
子が入れない。改善してくれ
ると嬉しい。

●多様な人
付箋内容：子ども・高齢者・車椅

子の人、多様な人がい
る、障害のある人も住
みやすい、誰にでも優
しい、多様な個性を当
たり前と受け入れてい
るまち、強い人も弱い
人も多世代が混じって
住めるところ、いろい
ろな人が住んでいる。

テーマA：現在の「ちとから」の好きなところ、住んでいる理由
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将来の「ちとから」でこんなことができたら良いな

●道路
付箋内容：歩道を広くしたい、電柱の地中化、街

灯を増やしてほしい、安全に歩けるように。

●みどり
付箋内容：木陰に座りたい、公園を増やしたい、緑のまち、緑を増やす、南口にお花畑、駅前

が緑の森になるといい、商店街周辺にも緑を増やす、駅前に桜、安全な原っぱ、エディブ
ルタウン、野菜作りや草花作りにふれられるところ、農的な空間を地域づくりの核に、畑
がこれ以上減らないでほしい

発言要旨：「エディブルタウン」イギリスのトッドモーデンがエディブルタウンと言われてい
て、野菜等を植えることをゲリラ的に始め、それが次第に定着していき、町中に野菜や果
樹が植えられ、誰でも食べることができるようになった。お金がない人も食べられる。人
の家のものではなく、公共の空間で採って食べられたらいいなと思う。

発言要旨（饗庭先生）：昔の一軒家ではみかんを植えることが多く、それらの家で実って落ち
た果実を集めてジャム等にして売っているまちづくりの話を聞いたことがある。そのよう
なところから始めてみるのも良い。果樹の良いところは、植えた人も含めコミュニティで
世話をするので、無理にでも仲良くなるという良さもある。

発言要旨：育てやすいものはたくさんある。採るときに皆が不公平感がないように、みんなで
一緒に考えていけばきっとうまくいく。楽しいと思う。

●散歩
付箋内容：ゆっくり休みながら楽しく歩く、散歩

も楽しい商店街と公園、歩く人が楽しいまち、
縦のアクセスをよくして、南北で買い物をよ
り自由にしたい

●ユニバーサルデザイン
付箋内容：車椅子やベビーカー、高齢者

などが安全安心で動ける、福祉とま
ちづくり、防災が一体的に進むとよ
い、街中にベンチがほしい、障害の
ある人が自立して住めるまち、子ど
もが集えるまち、いろいろな年代の
人が暮らしやすく楽しいまち、駅に
ホームドア設置

●子育て
付箋内容：安心して広場や公園に来られるように、子どもが遊べるイベントがもっとほしい、

集うことができるスペースがほしい、子育て家庭の女性が活躍できるまちづくり、子ども
がいる家族が安心して過ごせるまち、子どもがいる世帯と高齢者が一緒の施設をたくさん
つくる

発言要旨：「子育て家庭の女性が活躍できるまちづくり」商店街や街中で、お母さんたちがバ
ギーを押しながら子連れで行き来したり買い物したりするのは、将来を考えると良いと思
う。ただし、お父さんが仕事でお母さんが家庭で、子どもがいるという状況では、女性が
活躍できる場が小さくなる。それをフォローできるまちづくりが良い。

●広場
付箋内容：もちつきやクリスマスツリーを飾るイベントがあると良い、広場でイベントがやり

やすい環境整備、住んでいる人が世話をすることができる広場、キッチンカーがあると
ゆったりと様々な料理を楽しめる、子どもが遊べる場所があちこちにある、広場に限らず
商店街の道でイベントができたら！

発言要旨：「住んでいる人が世話をすることができる広場」世話をするということに関して、
先ほどのエディブルの話で、世田谷区でも食べられるものを植えることが可能になり、南
烏山２丁目の公園の中に畑があり、食べられるものを作っている。下北沢でも活動してい
る方がいて、みんなが使いはじめると、ルールも変わるのかなと思っている。行政にやっ
てもらうのではなく、自分たちで世話する場所があると関係も変わっていくと思う。

発言要旨（世田谷区）：最近、そのような視点が出てきていると思う。長野県飯田市にりんご
並木がある。道路に果樹を植えるという考え方は一般的ではないが、戦後、飯田の大火の
復興に際し、中学生からりんご並木の提案があった。こういった取組みは管理が課題とな
るが、住民が主体となって管理をしており、いまでも続いているようだ。区でやる場合に
は課題があるが、そういった発想と、それをどう実現するかを一緒に考えていけると良い。

発言要旨：「広場に限らず商店街の道でイベントができたら！」商店街にキッチンカーやイベ
ントがあると、もっと楽しい雰囲気の商店街になると思う。

テーマ
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●安全な道・自転車
付箋内容：自転車にひかれそう、自転車マナーが行き渡り安心して歩けるように、

自転車のルール、駐輪場所を多く・快適に、駐輪問題の活用→日本一
自転車が使いやすいまちにする

発言要旨：「駐輪問題の活用→日本一自転車が使いやすいまちにする」長年駐輪
問題が課題だが、課題になるということはそれだけ人が集まるという
ことなので、それを逆に活用できるのではないか。日本一停めやす
い・使いやすい駐輪場が完備されたまちにすることで、近くの駅に住
んでいる人も来るようになれば、まちを利用する人も増える。

●アート・音楽
付箋内容：アートによるまちのオリジナリティの創出、地元のアーティストの発

表の場の創出、音楽があふれるまち、まちをあげての音楽祭、アート
や素敵な店がたくさんあるなど、散歩して楽しいまち、道路にから
ぴょんのイラストがあるとおもしろい

発言要旨：「アートによるまちのオリジナリティの創出」絵画教室を父の代から
60年ほど運営。商業が活発なまちだが、アートの香りがしない。何
とかまちにアートを持ち込みたい。若手をはじめアーティストは発表
の場に飢えている。発表する場や機会を設けることで、烏山以外の人
も観に来る。例えば、烏山は新進気鋭のアーティストの発表があると
いうようになれば、まちの活性化に寄与すると思う。

発言要旨：「まちをあげての音楽祭」烏山は音楽の香りがしない。仙台で定禅寺
ストリートジャズフェスティバルを開催するようになった後、ジャズ
ミュージシャンが急激に増えた。烏山には区民センター前広場や区民
ホール、広い商店街エリアがあり、音楽祭を行うには絶好のロケー
ション。若者も楽しめて、定着するイベントになると思う。

●宿泊施設
付箋内容：宿泊施設がほしい

●サステナブル
付箋内容：サステナブル、エシカルなまち

を目指す

●居場所
付箋内容：全ての世代がお互いを受け入れあえるまち、誰でも好きなように居ら

れる場、学生・社会人向けの自習・テレワークスペース、文化交流ス
ペース、子どもから高齢者までちょっとくつろげる場所、地域の皆さ
んと学生がコラボしたイベントや商品が作れるといい、学生、若者に
も気づきや学びの多いまちにできたらいい

発言要旨：「地域の皆さんと学生がコラボしたイベントや商品が作れるといい」
地域に開かれた学校、学生の学びということなどを考慮し、お店もた
くさんあるので、コラボして商品をつくることで、世の中に出た時に
こういうふうにできるといいなというイメージが広がっていくような、
また、地域にも貢献できるような教育活動ができたらと思った。

●商店
付箋内容：映画館、宴会施設、若い人が楽しめるまち、パチンコやキャバクラは

いらない、おしゃれなカフェやレストラン、飲食店、居酒屋、温泉、
雨の日でも楽しめる施設、100円均一、書店、駅以外の地域。商店
の発展

発言要旨：「駅以外の地域。商店の発展」北烏山や粕谷の方に美味しいお店を見
つけることが多いが、行く機会が少ない。駅前がこれだけ発展してい
るので、千歳烏山エリア全体がつながりをもってひとつになると、み
んなが全体を知ることができ、いろいろな場所に行く機会ができるよ
うになると思う。

テーマB：将来の「ちとから」でこんなことができたら良いな
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●駅前広場南側地区
付箋内容：再開発計画の外部空間は魅力ある空間にしてほしい、新年会や忘年

会などができる場所をつくってほしい、駅前に高層ビルは不要、
45mの高さ制限が守られているまち、ヒューマンスケールなまち、

発言要旨（世田谷区）：駅の南側で地権者による再開発準備組合により再開発
事業の検討が進められている。魅力ある空間にしてほしいという声、
反対の声もある。どちらということではなく、いろいろな意見がある
ということを認識した上で、まちづくりを進めていくことが大事だと
思う。

発言要旨：にぎわいをなくさないようにする、店の営業を継続させる、住んで
いる人が住み続けられるということが大きな目的となっている。様々
な意見も踏まえ、今後も検討を進めていきたい。

●防災
付箋内容：防災の充実、近くの中学校・高校に防災イベントに参加してほしい
発言要旨：「近くの中学校・高校に防災イベントに参加してほしい」大人に

頼ってばかりではいけない。私たち高校生も防災の活動に参加してい
かなくてはならない。

発言要旨：中学生や高校生は本当に力になる。町会は年寄りが多く、あまり動
けない。そういう意味でも皆さんの力は必要。ぜひ活動してほしい。

●情報発信
付箋内容：デジタ
ルでの回覧板
の活用、外部
への情報発信
強化、オンラ
イン掲示板や
交流ページの
活用

●多文化
付箋内容：外国人住民との共生、コミュニティーづくりによる新住民獲得、多

文化共生のまちづくり、多様な文化的背景をもった人々が一緒に暮ら
せる

発言要旨：「多様な文化的背景をもった人々が一緒に暮らせる」いろいろな
ルーツがありそうな人がまちに増えていると実感していて、にぎわい
やまちづくりの話にも、当然のようにそういう人達も入ってほしい。

●市民とのつながり・場づくり
付箋内容：対立するのではなく対話と議論がで

きる場、様々な年齢層と意見交換でき
る機会、若い世代の意見を取り入れた
まち、みんなで考える場をつくる

●市民の力
付箋内容：縦割りを超える市民の活力、多くの人が様々な人の視点から考えら

れるようになってほしい、若者会議の開催
発言要旨：高校生などまちの若い人たちをまちづくりに引っ張り出していきた

い。今日も良い意見を出してくれている。烏山には芦花高校、世田谷
泉高校や佼成学園もあるので、この流れを変えずに、高校生などとま
ちづくりができると面白い。

●イベント
付箋内容：年齢関係なく参加できるイベント、子どもからシニアまで楽しめる

イベント、もちつき、町会のスポーツ大会、寺町だから法話をイベン
ト化したい、商店街を一方通行化して歩道を広くとってイベント等で
道路を利用

発言要旨：「寺町だから法話をイベント化したい」お寺がたくさんあることは
知っているが、あまり有名ではないかもしれない。お寺がたくさんあ
り、法話をたくさんやっているので、イベント化して烏山以外の人に
も知ってもらえれば、烏山の知名度を高めるきっかけになる。

●住宅・高齢者
付箋内容：安い家賃で若い人や介護の

人が住める、猫と一緒に住める物
件、単身高齢者の公共住宅、おひ
とり様老後を迎えて在宅死できる

●鉄道
付箋内容：線路跡地

の活用、早
く踏切をな
くしてほし
い、鉄道の
地下化

テーマB：将来の「ちとから」でこんなことができたら良いな
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